
仕様No.RST1-NX-3
レジソークＴype１システム
１．塗装系の種類・名称：浸透性吸水防止材・レジソークＴype1
２．適用箇所、環境条件：コンクリート構造物（未塗装）
３．適用規格：東・中・西日本高速道路株式会社「構造物施工管理要領　２－８－３コンクリート表面含浸」
４．使用塗料一覧
	材　　　　　 料 　　　　　名
	商　　　　  品　　　　  名
	希　　　　 釈 　　　　剤

	浸透性吸水防止材
	レジソークＴype１
	－


５．塗装工程
	工　　　程
	商　品　名
	混合割合
(重量比)
	希釈率
(重量％)
	塗装方法
	使用量
(kg/m2)
	目標膜厚
(μｍ)
	塗装間隔
(20℃)

	１
	素地調整
	漏水・ひび割れ等は事前に処理する。
表面の脆弱層、その他の塵埃や異物を完全に除去する。
突起物や段差等は動力工具や手工具を併用して平滑にする。
全表面を処理した後、ブラシ、ほうき、エアーブロー等で被塗面を十分に清掃する。


	２
	塗　　　装
	レジソークＴype１
	－
	－
	刷毛

ローラー

スプレー※2
	0.16※1
	－
	指触後

～

7日


注） １．素地調整の良否は塗膜の性能等に大きな影響を与えるので、コンクリートの素地状態に応じた素地調整方法を適用する。

２．コンクリート表面含水率が7.0％以下※3（ｋｅｔｔ 社 HI-520）を確認し施工する。
３．施工後短時間に雨が当たると塗膜が白変する恐れがあるので注意する。
４．表面撥水性の効果は環境条件によるが、通常７日後には発現している。

５．効果の確認は、未塗装部分との散水比較により、コンクリートの濡れ状態を見ることで可能である。
６．厚く塗布しすぎると粉化物を生じることがあるが、コンクリートの保護性能には影響は無い。
７．コンクリートの質、表面の素地調整の状態により、外観上僅かに白く見える場合があるが、コンクリートの保護性能には影響は無い。
８．コンクリートの質等によって使用量を1回で塗布できない場合、2回に分けて塗布する。
９．気温は、－１０℃未満、４０℃を越える場合、０℃以下で前日に降雨や降雪があり、被塗面が凍結、また凍結する

　　ことが容易に予測される場合は、施工を禁止します。

※１：ロス率を含まない使用量である。ロス率は塗装方法や現場状況により異なるため別途ご相談下さい。
※２：エアレススプレーで塗装する際の使用量は別途ご相談下さい。
※３：各温度条件により含水率の管理幅が異なります。詳細は別途施工要領書をご参照下さい。







